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格子体積が変化しないバナジウム系高容量

電池材料~実用的な全固体電池実現に前進

　横浜国立大学 藪内直明教授 , LIBTEC 幸琢
寛主幹研究員らの研究グループは , リチウム過
剰型バナジウム系酸化物材料を開発し , 本材料
が高容量でありながら , 充放電時の格子体積変
化を生じないことを明らかにした . また , 本材
料を硫化物系固体電解質と組み合わせること
で 400 サイクルに渡り特性が劣化しないこと
を立証した . 全固体電池実用化の壁となって
いた格子体積変化の抑制は実用的な超長寿命・
高エネルギー密度の全固体リチウムイオン電
池実現に繋がることが期待できる .
　リチウムイオン蓄電池の市場が急拡大して
いる . 電池のさらなる高エネルギー密度化を目
指し , 電解液に固体電解質を用いる全固体電池
実用化への期待が高まっている . 全固体電池は
急速充電可能・高エネルギー密度化・長寿命
化など多くの利点が得られる夢の電池として

期待されている . しかし , 電池材料は充放電時
にリチウムの脱挿入が行われ , 格子体積が大き
く変化するため , 固体である電池材料と電解質
との間で安定な界面形成が困難であった . その
解決のため , 現状では電池に大きな拘束圧を加
える必要があり , 電池の軽量化と実用的に動作
する全固体電池開発に向けた課題であった . 充
放電時に格子体積を生じない材料は , 同問題を
解決可能であることから , 全固体電池実用化に
必要とされていた .
　本研究成果はグループが独自に開発した岩
塩型構造を有するリチウム過剰バナジウム系
正極材料 (Li8/7Ti2/7V4/7O2) に関するものであ
り , 従来のコバルト・ニッケル系材料と比較し
て高容量でありながら充放電時の格子体積を
生じない . これは , 二次元層状構造ではなく , 
三次元岩塩型構造を採用し , さらに , リチウム
脱離による格子体積収縮と固体中のバナジウ
ムイオンの移動による格子膨張がバランスを
取ることで実現している . 実際に硫化物固体電
解質を用いた全固体電池を作製し , 従来層状材
料よりも優れたサイクル寿命の電池動作を確
認している . 今後の研究の進展により , 実用的
な全固体電池が誕生することが期待できる .
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◇部会報告◇
第 42 回電子材料研究討論会

　2022 年 11 月 10 日（木）〜 11 日（金）の 2 日間の日程で，東京工業
大学すずかけ台キャンパス大学会館にて第 42 回電子材料研究討論会（日
本セラミックス協会電子材料部会［部会長：舟窪 浩（東京工業大学）］主催）
を開催したのでその内容について報告する．前回はオンラインのみの開
催であったが第 42 回は現地およびオンラインのハイブリッドで討論会
を実施した．口頭発表 63 件の講演があり，2 日間で 107 名が参加した．
現地会場での参加者はおよそ 7 割であった．未だコロナ禍であることか
ら懇親会は実施されなかったが，参加者間の交流はとても活発であった．
　口頭発表については，両日とも 2 会場でパラレル講演として進行した．
誘電体・圧電体，半導体，機能性材料，ナノクリスタルセラミックス，
薄膜，環境・エネルギー材料，計算科学などの分野について講演があり，
活発な議論が行われた．今回は特に若手研究者・技術者からの講演が多
かった一方，シニア世代の研究者の講演もあり，発表内容も多様であっ
た．また，招待講演者による計 6 件の招待講演が行われ，多くの有益な
知識や技術が紹介された．
　42 歳未満の若手研究者と学生から，計 36 件の奨励賞申請があった．
厳正なる審査の結果，最優秀賞 1 件，優秀賞 1 件，奨励賞 7 件の計 9 件
の受賞候補者が発表された．受賞候補者は JCS-Japan 特集号「電子材料
研究の最前線 2022」（2023 年 7 月号掲載予定）に優れた論文を投稿して
おり，セラミックス電子材料の最新成果を是非ご覧頂きたい．
　電子材料研究討論会は毎年開催され，電子材料部会にとってはセラ
ミック電子材料入門講座，エレクトロセラミックスセミナーと並ぶ重要
な会議である．今後，部会連携を図ることや，ベテラン研究者，若手研

究者の新規参入を促すトピックスを設置し，参加者にとって有益な情報
の発信・交換ができるような重要な行事として発展していきたい．世代
を越えた産学官の研究者が一同に集うこの討論会の特徴を，今後とも継
承していく所存である．

＜奨励賞受賞者＞（敬称略）

最優秀賞
　奥中 さゆり （産業技術総合研究所）

優秀賞
　阿部 穂高 （東京工業大学）

奨励賞
　飯塚 理乃（静岡大学）
　金子 雅英（日本特殊陶業株式会社、東北大学）
　櫻庭 秀悟（慶應義塾大学）
　嶋村 圭介（株式会社オハラ）
　田中 邦明（太陽誘電株式会社）
　長谷川 浩太（九州大学）
　横井 壮太郎（静岡大学）
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